
基礎@基本を した蕗業教育

一一新科目『蕗業基礎Jの指導内容の開発と実践を中心に一一

1 はじめに

昭和53年の学習指導要領改訂において、職業教育の改

善に関して「基礎教育の重視Jが示された。その策とし

て初年次においでほぼ共通に履修することのできる専門

の基礎に関する科目について新設や改善が要請され、農

業、工業では新設を、商業、水産、家庭の各教科では、

これに当たる既存の科目について目標及び内容の見直し

を行った。平成元年の改訂においても、「基礎・基本の重

視と個性を生かす教育の充実jが改訂の基本方針のーっ

として示されている。また、平成 8年 7月に出された中

央教育審議会の r21世紀を展望した我がI~の教育の在り

方について(第一次答申)j(以下、答申という)におい

ても、「教育内容の厳選と基礎・基本の徹底」が示されて

おり、次回の改訂でも少なからず取り入れられると思わ

れる。「基礎・基本を重視するj とは、教育内容を精選す

るということである。 WJ述の f答申jでは、「厳選Jとい

う強めの言い回しになっている。

本論文は、商業おける基礎教育について考察するとと

もに、新たに開発した総合学科における商業教育の基礎

科目である f商業基礎jの指導内容や指導方法について

報告するものである口なお、この科目は今年度から導入

したものであり、現在実践中である。故に、ここでは実

践の経過報告にとどめざるを得ず、その成果の分析や考

察については、別の機会に報告する予定である。

商業科西木成男

2 学習指導要領改訂にみる学科と科目の変遷

2. 1 基礎的科目の変遷

昭和25年に高等学校学習指導要領商業科編(試案)が

示されて以来、商業に関する学習内容には多くの検討が

なされ、昭和31年、昭和35年、昭和45年、昭和53年、そ

して平成元年と 5自の改訂が行われた。これらの学習指

導要領改訂における商業に関する基礎的科目の変遷を表

1に示した。なお、本論文における基礎的科目の定義は、

学習指導要領や学習指導要領解説編の中で、基礎的科目

として規定されている科目のほかに、多少の表現の違い

はあるが「初年次で共通に麗修させることが望ましい。J

とされている科目も含むものとする。

表 lから基礎的科目について考察してみると、科目名

の変更や改訂ごとに学習内容の精選・集約あるいは追加

等の変更は当然行われてきたが、概して次のような科目

が基礎的科目とされていたと考えることができる。

(1)売買を中心とする商業活動に関する基礎的知識や

技術?を習得させる科目

(2)簿記の基本原理を理解させ、取引を正確、明瞭に記

録・計算・整理するための知識と技術を習得させる

科目

(3)商業活動に必要な計算を処理する知識と技術を習

得ミさせる手斗呂

(4)コンビュータとその利用に関する知識と技術を習

表 1 商業における科目数の推移と基礎的科自の変遷

改IT年度 昭和 31年 昭和 35年 昭和 45年 昭和 53年 平成元年

科目数 20 20 36 1 8 2 1 

基 商業一般 商業一般 商業一般 商業経済 I 流 通 経 済

礎 商業簿記 商業簿記 簿記会計 I 簿記会計 I 簿 記

的 計算実務 計算実務 計算実務 計算事務 情報処理

科 情報処理 I 計算事務

自
L一 一 一ーー一一一一一
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得させるとともに、情報を処理する能力を養う科目

(1)に該当する科目は、『商業一般j、『商業経済 1jそ

して『流通経済jである。 (2)に該当する科目は、 f商業

簿記j、『簿記会計1.~そして f簿記j である。 (3) に該当

する科目は、 f計算実務Jと f計算事務jである。 (4)に

該当する科目は、昭和45年の改訂で導入された

算機一般jの流れを汲む科目であるが、この時点では基

礎的科目には位置づけられてはおらず、次の昭和53年の

改訂で基礎的科目とされた『情報処理けや現在の f情

報処理jがこれにあたる。

2. 2 標準的学科の変遷と科目数の推移

商業の標準的学科の変遷と科目数の推移を、改訂時の

時代背景と関連づけて考察してみる。昭和45年は、高度

経済成長のまっただ中であり、また高学歴化、情報化社

会の到来が叫ばれていた時代である。改訂の要点にも多

様化・専門化が示され、商業においては、今まで「商業

科jだけであった学科が、「商業科j、「経理科j、「事務

科J、「情報処理科」、「秘書科」、「営業科j、「貿易科Jの

7学科が示されたほか、科目数も従前の20科毘から36科

目に大幅に増えた。昭和53年は、経済は安定成長の時代

に入り、産業構造の変化が叫ばれていた時代である。改

訂の要点では多様化の反省と基礎・基本の重視が示され、

従前の 7学科から標準学科を「商業科」、「経理科ム「事

務科」、「情報処理科」、「営業科jの5学科とし、科目も

大幅に整理・統合がなされ18科目となった。平成元年は、

サービス経済化、国際化、情報化といった社会変化がそ

の時代の背景にあり、改訂の要点にも変化への対応、問

題解決能力や創造性の育成の必要性が示された。 商業の

標準的学科は、 II~際経済科J の新設や「事務科j の「情

報処理科」への統合などが図られ、「商業科j、「流通経済

科J、「会計科jとあわせて 5学科となり、また、科目も

若干増えて21科目となった。

改訂'が実施されるごとに、学科数や科呂数の大幅な増

減が行われてきた。しかし、基礎的科目の数は、昭和53

年改定でに l科目増えただけで、大幅な増減は行われて

いないのである。基礎・基本は、いつの時代でも変わら

ないということなのであろう。

3 新科目『商業基礎jの概要

3. 1 科器開発の目的

本校は全国に先駆け、平成 6年度に「生物資源科J、「機

械技術科」、 f家政科学科J、「国際産業科Jの4専門学科

から総合科学科に学科転換し、専門教育を中心とした総

合学科を標梼している。総合学科の原則履修科目である

i産業社会と人間jの後を受け、 l年次後期から専門教

育が週 413寺間(2単位)行われ、系列基礎科目である f環

境科学 1j、『農業基礎j、『工業基礎j、『調理 1J、fアパ

レル技術1.]そして『商業基礎j といった専門科自の中

から 1科目を選択履修させている。現在、 IV類(商業系)

における系列基礎科目は『商業基礎jであるが、学科転

換当時は f情報処理(校内講座名:情報処理 1) jが設定

されており、昨年度まで実施されていた。そして、それ

はワープロソフトを利用した文書処理実習が主な内容で

あった。しかし、いくつか問題点があり、今年度からf商

業基礎Jを系列基礎科目として開請したのである。ここ

では、『情報処理 1~でみられた問題点を整理し、 f商業

基礎j開発の目的を明らかにする。

以下が、その問題点である。

(1) W情報処理 1jと原則履修科目 f情報基礎jの指導

内容は重複する部分が多い。また、その関係で『情

報処理IUと『文書処理jの指導が行いにくい。

(2)商業活動の中心である「売買Jに関する学習が行い

hこくい口

(3) 2年次以降に履修する商業の各科目への動機付け

的科目になりづらい。

(1)に関して表 2で学習指導要領における f情報処理j

の内容と本校における f情報基礎jの内容を示し、

比較してみる。

表 2からもわかるように、(1)(2) (9)の内容が(a)(c) 

(d)と重なり、 (3)が(e)と、 (4)が(f)と、そして (7)が(b)

と重なる。 W情報処理Jをf情報処理けと W'I育報処理IU

に分割させて履修させ、しかも f文書処理Jも履修させ

るとなると、「情報基礎jと『情報処理 1jの関係、また

f情報処理 1Jと f文書処理jの関係で指導が難しいの

である。要するに、内容がかなりの部分で重複してしま

う科目が存在することになる。

(2)と(3)に関しては、商業活動の中心である「売買j

についてほとんど学習せずに、 2年次で多くの商業科目

を履修すると、内容を理解しづらいのではないかという

ことである。また、時間部編成の関係で、商業の最も基

礎的科目である『流通経済Jが 2単位であり、時間数不

足が否めない。

後期週 4時間(2単位)という制約がある中で、以上

の問題点を克服するためには、原則履修科目の『産業社

会と人間jと『情報基礎jをうまく関連づけた新しい科

目を設けるしかないという結論に至った。その科目は、

商業の各科目の基礎・基本的な内容を網羅し、しかも動
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W1育報処理』と『情報基礎Jの内容の比較表 2

情報基礎情報処理

キーボード操作練習(a) 

(b) 

(1)経営活動と情報処理

ワープロソフトを利用した文書作成

(c) 現代社会とコンビュータ

(d) コンピュータの基本操作

(2) コンピュータの機能と構成

(3)情報処理の手順とプログラミングの基礎

(4)集計処理

(5)情報検索 (e) BASICを利用したプログラミング

(f)表計算ソフトを利用した集計処理(6) 図形処理

(7)文書処理

(8) コンピュータと通信

(9) 情報処理機器の進展とその利用

本校においては、本格的に専門教育が始まるのは 2年機づけ的な科目を意味する。要するに、前述した昭和53

l年次の前期(4 月 ~9 月)に履修する

総合学科の原則履修科目『産業社会と人間 jj (2単位・逓

4時間)の中で、自己啓発的な体験学習や討論などを通

次からである。年改訂ーで示された「初年次においでほぼ共通に履修する

ことのできる専門の基礎に関する科目Jである。しかし、

現行の科目には該当するような科目は無いため、新科目

l年次後期に履修

する系列基礎科目や 2年次・ 3年次に履修する選択科目

を自主的・主体的に決定する。その後、 l年次の後期(10

月 ~3 月)から各類・各系列の基礎科目( 2単位・週 4

して自己の在り方や進路を自覚させ、の開発を行うことにしたのである。なお、 f商業基礎jと

{也の商業科目との関係を図に示しておく。

を履修し、本格的に 2年次から始まる専門教育へ

の動機づけ的科目となる。すなわち、「農業」における『農

時間)

科呂の位置づけ

f商業基礎jは、総合学科における商業教育の基礎的

.基本的科目として位置づけられる。

2 3 

『商業基礎』と他の商業に関する科目の関係図
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業基礎j、「工業Jにおける『工業基礎j、「家庭jにおけ

る I家庭一般j と同等の位置づけとなる。本来ならば商

業教育においては『流通経済jが、その代表的な科目と

考えるが、この科目は座学中心の授業展開になりがちで

あり、実験・実習や体験的学習を重視する総合学科にお

いては馴染まないのである。

3. 3 科目の目標

『商業基礎jの目標を以下のように定めた。

商業の各分野に関する基礎的・基本的知識と技術

を実践的学習等を通して習得させ、経営活動に必要

な能力と態度を育てる。

この科目のねらいは、 l年次の限られた時間数の中で、

2年次以降に履修する商業の各科目の動機付けを行い、

生徒自身に興味・関心を起こさせるとともに、売買を中

心とした経営活動を実践的活動を通して学習し、商業の

基礎的・基本的知識と技術を習得させることをねらいと

している。

3. 4 内容

『商業基礎jの内容を以下の 4項呂とする。

(1)商業の役割と経営活動

(2)企業における経営活動

(3)経営活動における情報処理

(4)社会変化と経済社会

この科目の内容は、(1)において売買を中心とした経営

活動に必要な基礎的・基本的知識を、 (2)において経営活

動を体験的に理解させる。 (3)においては既存のソフトウ

ェアを用いて経営活動における情報の分析や経営成績の

報告に関する知識と技術を習得させるとともに企業のO

A化について理解させる。まとめとしてのは)は、社会の

変化と経済社会の進展と関連づけて取り扱う。

(1)商業の役割と経営活動

商業活動の役割と働き理解させ、売買を中心とする企

業の経営活動に必要な基礎的・基本的知識と技術を身に

付ける。

ア商業の歴史

商業の発生と発達の過程を取り扱い、売買、金融、運

送、保管、保険の機能と機関を理解させる。

イ 商業活動を理解する

実際に行われている商業活動の内容とその社会的役割

について理解させる。

ウ 流通の機能と役割

経済活動の中で流通が果たしている機能や役割を理解

させる。

エ 経営活動に関する計算

計算機の機能を理解させるとともに操作方法を習熟さ

せ、売買を中心とした経営活動に必要な計算法を習得さ

せる。

オ 経営活動に関する文書処理

f情報基礎jで習得した知識と技術を生かし、経営活

動に必要な文書を合理的@能率的に作成する能力を養う。

カ 経営活動に関する取引の記帳

簿記の目的、簿記の要素を理解させ、既成のソフトウ

ェアを利用したコンピュータ会計処理について、知識と

技術を習得させる。

(2)企業における経営活動

経営活動に必要な知識と技術を一連の業務の中で一体

的に学習し習得させる。

ア コミュニケーションとビジネスマナー

コミュニケーションの意義と役割について理解させる

とともに、企業におけるピジネスマナーについての知識

と技術を習得させる。

イ 広告媒体の機能と役割

企業の販売促進活動における広告の意味と重要性、広

告媒体の機能や役割について理解させるとともに、チラ

シ広告や POP広告などの製作実習を行わせる。

ウ 売買取引演習

商品売買業を経営する会社を想定し、仕入取引、販売

取引を行わせ、これに伴って発生する文書、経理などの

基本的業務を実践的に学習させるとともに、金融、保険、

運送、保管等の業務についても理解させる。

(3)経営活動における情報処理

経営活動における情報処理に関する知識と技術を習得

させるとともに、企業の情報化について理解させる。

ア 情報処理機器の利用

f情報基礎jで習得した知識と技術を生かし、コンピ

ュータをはじめとする情報処理関連機器を利用して、経

営活動に関する情報を処理し活用する知識と技術を身に

付ける。

イ 企業経営と情報

企業経営における情報の重要性について理解させる。

ウ企業のOA化

企業におけるコンビュータをはじめとする情報機器の

利用形態やオフィスオートメーション化の現状を理解さ

せる。
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(4)社会変化と経済社会

サーピス経済化、情報化、国際化、高齢化・少子化な

どの社会変化の内容とそれらが経営活動に及ぼす影響を

理解させるとともに、今後の経済社会の展望を考えさせ

る。

ア 社会の変化と企業の対応

現代の社会変化を認識させるとともに、それに対する

企業の対応を理解させる。

イ サービス産業の現状と展望

サーピス業の産業社会に占める割合の増加を認識させ、

今後の展望を考えさせる。

ウ 産業社会の国際化

産業社会を中心とした思際化の現状や問題点の概要を

理解させる。

エ 経済社会の進展

経済社会の進展に伴い、商業活動の変化と展望を考え

させる。

3. 5 時間配当

この科目は、 2単位で履修されることを想定している。

また、 f産業社会と人間jを習得し『情報基礎jを履修し

ていることが前提で内容を構成している。

時間配当を示すと以下のとおりである。

内容 単位時間

(1)商業の役割と経営活動

ア商業の歴史 3 

イ 商業活動を理解する 3 

ウ 流通の機能と役割

エ 経営活動に関する計算 5 

オ 経営活動に関する文書処理 4 

カ 経営活動に関する取引の記帳

(2)企業における経営活動

ア コミュニケーションと

ビジネスマナー

イ 広告媒体の機能と役割

ウ 売翼取引演習

(3)経営活動における情報処理

ア 情報処理機器の利用

イ 企業経営と情報

ウ企業のOA化

(4)社会変化と経済社会

ア 社会変化と企業の対応

イ サービス産業の現状と展望

ウ 産業社会の国際化

4 

3 

4 

22 

4 

2 

2 

2 

2 

2 

エ 経済社会の進展 3 

4 r商業基礎jの年間指導計画とその実践経過

4. 1 平成2年度年間指導計画

前述した科目の呂標及び内容をふまえて作成した、平

成 9年度実施の年間指導計画を表 3に示す。この科目の

単位数は 2単位であり、後期週 4時間で、 9年度の授業

時間数は54時間の予定である。 70時間を想定している指

導内容をかなり精選しなければならなかった。しかし、

VTR等の視聴覚教材や全国銀協会等の各種団体が発行

している資料を数多く利用することにより、生徒により

多くの興味・関心を起こさせるとともに、合理的・能率

的な授業展開が行えるように考慮した。また、事業所見

学や外部講師による講話も予定しており、様々な授業形

式で指導を行い、生徒の理解が促進できるように工夫し

ている。

なお、授業で使用した指導資料を資料1から資料5-3と

して示したので参照されたい。

J 話会点滅蜘識語

ビジネス実践室での授業の様子

一回一



表 3 平成 9年度『荷業基礎J年間指導計画

平成9年度 [f~寄議実主立去五楚』 指導計画 (選択者数33名)
作 成 ・ 立 案 者 商 業 科 西木成男

月 日:躍 項毘 指導内容 形式 月 日:[濯 項目 指導内容 彰式

オリエンテーション 物的流通2 (運送) 講義

10 21 :火 --ーーー日 E 曲目白晶世・~ - - - -ー時ー目冊目----“・・ー“自国・ E 四ー自由 講義 20 :火 ーーー--四 F 田何事有国軸悼曲目ーーー世-----咽戸園自由ーーーーーーーーーー 時四四四回

商業の歴史 出庫手続・発送手続 実習

夜笥 保険のしくみと種類 講義

24 :金 商業活動を理解する 議官 23 :金 ー-----軸#骨骨----曲ーーーーーーー冊，ーーー ιE邑田昌ー日----- ー--帝時

主義 運送保険手続 (運搬榊込書械) 実習

CT;J 流通の機能と役割 納品書・請求書作成

28 :火 綴 27 :火 甲骨-------世田曲目白骨ー世 E 耳目ーー事由出品由国世帯四ー'ーー-- - 目 実習
千交 ビデオ視聴「物的流通J 物品受領証作成

害ぜ 経営活動に関する計算① 銀行の機能と役割 講義

31 :金 実習 2 3:火 ““ーー』ー世田再再同悼司曲畠由』ー圃幽ー量園田静----・ a幽晶_.幽曲幽白幽曲・4 岨 】岨回世圃

と 電卓の操作・タッチメリットや 代金決済②(当座振込) 実習

奈ヨE 経営活動に関する計算② 領収書作成 実習
11 7:金 実習 6:金 ー・歯固- -----甲『ー『司E 圃由』・a 且世世同】---同宇田ー--由-.由 時国 白 』 圃白 _.・

営 売買の計算 決算の意味と手続き 講義

言茜 経営活動に関する文書処理 決算業務

11 :火 実習 10 :火 実習
重11 ビジネス文書の作成 経営分析

経営活動に関する取引の記!援 報告書作成

18 :火 実智 13 :金

表主重雲L舌こ歪1君I 

実習
会計ソフトの利用 表計算ソフト・ワーアロソフト等農民

売買取引実習ガイダンス 経営成績の報告

21 :金 議 17:火 議習
取引の説明と準備 立三五 各社ごとに経営成績を報告

もす
iノi:二 コミュニケ}ションとピγネスマナー 乏〉 企業経営と情報

25 :火 実習 20 :金
'幸異f青授色

講義
三業 どγネスマナー・電話の応対 ビデオ視聴

るこ 広告媒体の機能と役割 ま」壁 企業のOA化
28 :金 実習 24 :火 見学

ヰラ チラシの作成 事業所見学

Lす 取引計画

12 2:火 実習 27 :金

全j亨エイ=dタz宮全、コヒ士てb=ミ， d 

産業社会の国際化 講話
乏〉 見積依頼書作成

主釜 見積書作成 実習 サービス産業の現状と展望
5:金 ーーー--目---ーー世田骨骨同国ーーーー---品四世骨骨骨四悼四時曲目時 由時骨時ー 3 3:火 と 議習

'主主 代金の決済①(小切手) 実習
奈主全斉歪土

班別に調査・研究・報告

を舌 注文書作成
1 13 :火 - - - - - --骨骨悼目---------ー骨骨骨--ー--ー回目--ーーー 実習 6:金 Jこ玄主〉コ之ー 経済社会の発展 議習

重11 注文請書・貿入申込書作成

r 

物的流通 1 (保管と倉庫) 綴
16 :金 --四ー・ーー骨相申四回目司自由-- - - - - - - - - - - - - 仲 四 由 自 由喝事件ーー ---ーー

寄託手続(寄託申込書作成) 実習
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4. 2 r高業基礎j当番と事故伝票

教科の目標の中に「経営活動を主体的、合理的に行いJ

という一文がある。また、この解説部分には、「主体的、

合理的に経営活動を行うための能力と態度を育てる過程

で、職業観、勤労観や職務遂行に当たっての倫理観など

を養うことや、職務の能率性を高めるための知識・技術

の習得が、より実践的な指導法のもとで行われることが

大切で、ある。Jとある。職業観や勤労観は、 f産業社会と

人間jの授業で 1年次から養われる。それに加えて、教

科指導の中でも職業観や勤労観だけでなく、上記の呂標

や解説にあることは、当然ながら取り組まなければなら

ない。その取り組みの実践として、 f商業基礎j当番と事

故伝票をこの科目の中に導入したのである。

4. 2. 1 r商業基礎』当番

当番の役割は、以下のとおりである。

(1)クラスの代表者として担当教官との連絡調整を行

つ。

(2)授業の準備・後かたづけを行う。

(3)授業中、担当教官の補助を行う。

連絡を怠れば、図るのは同じクラスの生徒達である。

準備ができていなければ、授業は滞ってしまう。

f商業基礎j当番とは、組織の一員としての自覚を持

たせ、責任感を養うために行わせるものである。なお、

この当番表を資料 6として示しておく。

4. 2. 2 事故伝票

事故伝票規定とは、一般企業における服務規程に相当

するものである。この規定に違反した場合は、担当教官

が事故伝票という用紙に押印する。その数は評価に重大

な影響を及ばすのである。事故伝票規定と事故伝票を資

料?として示す。

4. 3 検定試験への取り組み

商業教育においては資格取得の奨励、検定試験への取

り組みは必須でトある。 1年次から生徒へ資格取得に対す

る意識付けを行うために、この科目においても検定試験

を受験させることにした。受験する検定試験は、生徒自

身の興味・関心に基づき下記から lつ選択させた。

・商業経済検定試験(全国商業高等学校協会主催)

・電卓能力検定試験(全国経理学校協会主催)

・ワープ口実務検定試験(埼玉商業教育研究会主催)

なお、授業時間中の指導だけでは、合格することは難

しいと思われるので、各検定試験の前には補習を行い、

それに出席した生徒には残業届の提出を義務づけ、取り

組みの姿勢を評価に加味することにしている。

4. 4 履修生徒の実態調査

履修する生徒の実態を調査し教科指導に役立てるため、

最初の授業時間にアンケート調査を行った。以下に、そ

の設問と回答結果を示す。

設問 l 商業基礎を選択した理由を選びなさい。

(複数回答可)

ア 体験学習が楽しそうだったから。

イ 商業系の科目を中心に勉強したいから。

ウ 資格をたくさん取得したから。

エ 楽そうな授業だから。

オ 仲のよい友人が選択したから。

カ 自分の進路に役立つと思ったから。

キ コンピュータを使う授業と思ったから。

ク ビジネス実践室で学習したいから。

ケその他(

選択肢 人数 回答率

ア 2 6. 1見

イ 22 66. 7 

ウ 1 6 48.5 

コ二 。0.0 

オ G 0.0 

カ 2 6 78.8 

キ 1 5 45.5 

ク 3.0 

ケ G 0.0 

(エ)・(オ)を回答した者が一人もいなかったこと、そ

して 8割近くの者が(カ)を回答したということは、科目

選択を行う上で安易な選び方をせず、しっかりと自分の

将来を見据えて選択をしていることが窺える。これには、

前期に履修した f産業社会と人間jで進路について十分

に考えられたことが要因のーっとしてあげられる。
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設問 2 商業基礎を選択すると決めた時期はいつです

か。

ア高校入学前

イ 科目選択予備調査時

ウ 体験学習直後

エ三者面談時

オ 科目選択本調査持

カ その他(

選択肢 人数

ア 24 

イ 7 

ウ

エ 。
オ

カ G 

回答率

72.8児|

21. 2 

3. 0 

0.0 

3.0 

0.0 

(ア)と回答した者は、商業の科目を学習したくて本校

に入学したのであろう。その一方で、(ウ)と回答した者

が一人だけというのは、少々問題がある。体験学習の内

容を見直さなければならない。

設問 3 2年次で選択する商業科目を選びなさい。

科 日 人 数 回答率!

流通経済 1 3 39.4児

文書処理 1 5 45.5 

簿 記 24 72. 7 

計算事務 2 6. 1 

情報処理 1 8 54.5 

法律知識 3 9. 1 

商業デずイン 9 27.3 I 

ピγネス英語 6 

マーケテインク。 4 

設問 4 3年次で選択する商業科目選びなさい。

科 自 人数 回答率

流通経済 2 6. 1児

文書処理 3 9. 1 

簿 記 2 6.1 

計算事務 8 24.2 

構報処理 7 21. 2 

法律知識 5 15.2 

商業テやすやり 3 9. 1 

とやシ守ネス英語 8 24.2 

マーケテインクや 5 15.2 

国際経済 1 5 45.5 

l33L L 計 1 8 54.5 

工業簿記 5 15.2 

とやシゃネス実践 20 60.6 

ピγネス織とマナー 1 6 48.5 

設問 3と設問 4については、確実に記憶している科目

のみを回答させたので正確な数字ではなしユ。しかし、指

導者側が意図しているように、多くの者が基礎的科目を

2年次で選択している。なお、 f計算事務Jの選択者が 2

年次で少ない理由は、『流通経済とjと同じ時間帯に開講

するためと考えられる。

設問 5 現在の進路希望に該当するものにOをつけな

さい。なお、ア・イを選んだ者は( )内にも

Oをつけること。

ア 就職(事務・販売・営業・サービス・その他)

イ 進学(大学・短大・専門学校・その他)

ウ自営

エ未定

選択肢 人数 回答率 選択肢 人数 回答率

就職 8 24.2見 事務 6 18.2% 

販売 3.0 

営業 3.0 

すーヒゃス 。0.0 

その他 。0.0 

進学 22 66. 7 大学 1 0 30.3 

短大 3 9. 1 

専門学校 9 27.3 

その他 。0.0 

自 戸邑-'-4 3.0 

未定 2 6. 1 
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進学志望者が多いのは、総合学科に転換してから続い

ている傾向である。教科としても進路指導の一端を担わ

なければならない。

設1~:iJ 6 高校入学前に取得した資格と級を記入しなさ

しユ。

資 格 準i級 1級 2級 3級 4級

珠算検定 2 

英語検定 7 1 2 

漢字検定 2 

暗算検定

へ。ン字横定

その他 書道準 7段・初段

設問 7 高校入学後(1年次前期)に取得した資格と

級を記入しなさい。

資絡 3級 4級

電卓検定 2 

英語検定

秘書検定 3 

ワー7
0

口被 5 

な し 22 

設問 8 今後、取得したい資格を選びなさい。

(複数可)

資 格 人数 回答率

簿記 検定 25 75.8児

情報処理検定 2 1 63. 6 

コンヒ。ュー舛|間協杭 1 4 42.4 

ワープロ検定 26 

電卓検定 1 6 48.5 

珠算検定 3 9. 1 

秘 書 検定 1 7 51. 5 

英 語検定 1 9 57.6 

販 ?法'G 土 8 24.2 

そ の 他 危険物取扱者
」一一一一一

生徒は資格取得に対する意欲は旺盛であり、入学後す

ぐに検定試験受験に取り組んでいる者もいる。更に興味

・関心を持たせ、多くの検定試験に、あるいは上位の級

に合格できるよう指導していかなければならない。

4. 5 生徒の感想、

授業ごとの生徒の感想、を、営業日誌から抜き出して以

下に示した。なお、これらは、指導内容「商業の役割と

経営活動」までのものである。

10月21日 「オリエンテーション・商業の歴史J

「今日は、これからの計画や準備をする物などの説明

を受けました。準備などはクラス内で)1震番に行うのです

が、私のクラスは人数が少ないので一人一人の回数が多

くて大変そうです。でも、がんばります。商業の歴史の

授業では昔の取引の様子がよくわかりとても勉強になり

ました。これから大変だけどがんばりたいと思います。J

B組女 子

10月24日 I商業活動を理解する」

「私が将来就きたいと思っていた職業がVTRにあっ

た。ぜひ、その仕事に就けるようがんばりたい。今日の

授業で学んだことは、第 2次産業の会社でも商業活動は

しているということだ。どんな仕事にも商業は大切なこ

となのだとわかった。J D組女子

10月28日 「流通の機能と役割j

f今日は、流通の機能と役割のビデオと商社のビデオ

を観ました。流通から連想する言葉は? と聞かれて、

私は物の流れという言葉しか思いつきませんでした。 c
組と D組の人はちゃんと発言していですごいと思いまし

た。ビデオではいろいろなお屈の特徴がわかったのでと

てもいい勉強になりました。ちょっと眠かったけどがん

ばりました。J B組女子

11月 7日 「経営活動に関する計算①j

「思っていたよりも電卓はむずかしかった。これから

はもっと練習を重ねて電卓をマスターしたい。j

A組男子

11月11日 「経営活動に関する文書処理j

「今日は嫌いなコンビュータだ、った。ものすごく肩が

凝るしセンタリングや右寄せがわからなくなったりもの

すごくたいへんだった。けれども、周囲の友達や先生に

助けてもらって、うまくいった気がする。事務がどれだ

け大変かわかった気がする。J D組女子

11月18日 「経営活動に関する取引の記帳j

「今日の授業はとても楽しかったです。シンプル会計

はとても便利ですごいなあと思いました。このソフトの

操作も早く覚えて忘れないようにしようと思います。あ

と簿記についての勉強もしたので忘れないうちに復習し

ようと思います。J C組女子
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4. 6 今後の課題

最も大きな諜題は、 70時間を想定して考えた指導内容

をいかに精選し、年間指導計画を系統だてたものにして

いくかである。実際に70時間の授業時間を確保すること

は、非常に困難なことである。今年度の計画は、少々欲

張りすぎた感がある。今年度の授業が終了した時点で内

容を再検討し、来年度に向け修正を加えたい。

5 おわりに

高校教育改革が叫ばれる中、様々な特色ある高校が誕

生した。普通科高校と専門高校とは異なる第 3の学科と

いわれる総合学科も、平成10年度開校予定の高校も含め

ると全国で105校に達する。これらの総合学科高校は、学

校の独自'1主を持っており、各高校で様々な取り組みを行

っている。商業学科と総合学科では、そのシステム自体

が異なるため、自ずと教育システムも異なってくる。現

在、総合学科における商業教育のあり方を検討し実践し

ている。本論文で述べてきた新科目の開発もその一つの

試みである。今後も f商業基礎jについては、現在履修

している生徒の追跡調査を実施して、科目の有効性を調

査していく必要性がある。その結果を分析、研究して別

の機会に報告するつもりである。

最後であるが、私が開発した f商業基礎jの指導内容

や指導計画に賛意を示し、一緒に授業を担当している尼

崎正明教宮、視聴覚教材の確保に奔走してくれた手塚雅

之教官、指導内容の一部である「経営活動に関する計算J

の授業を担当し指導資料の掲載も快く承諾してくれた山

田将与講師、そして授業の様子を撮影してくれた岩松輝

久講師に感謝する。
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・

・
(

物
々

交
換

(
流

通
の

始
ま

り
)

→
市

(
 2
)

貨
幣

の
利

用
と

分
業

の
成

立

貨
幣

(
交

換
の

道
具

)
物

品
貨

幣

分
業

(
社

会
的

分
業

)

(
 3
)

商
業

の
発

生

生
産

者
一

一
一

→
(

行
商

・
市

↓
 

金
属

貨
幣

)
 
・

常
設

庖
舗

2
 

商
業

の
発

展

(
 1
 )
江

戸
時

代
の

商
業

①
 

大
阪

:
商

品
の

集
散

地

東
京

:
大

消
費

地

消
費

者

97
.1
0.
21
 

②
 

問
屋

・
・

・
各

地
の

生
産

者
に

頼
ま

れ
た

商
品

を
、

そ
の

生
産

者
の

た
め

に
売

る
。

③
 

商
人

の
分

化

(
 2
)

近
代

的
な

商
業

の
発

展
(

明
治

時
代

)

-
産

業
革

命
→

 
商

品
の

生
度

量
が

飛
躍

的
に

増
加

し
た

0

・
輸

送
・

通
信

機
器

の
発

達
→

 
全

国
的

市
場

-
独

立
事

業
の

確
立

金
融

業
、

保
険

業
、

輸
送

業
、

倉
庫

業

3
 
現

代
社

会
と

商
業

技
術

革
新

に
よ

る
生

産
力

の
増

大

所
得

水
準

の
向

上

↓
 

高
級

化

消
費

者
ニ

ー
ズ

の
変

化
個

性
化

多
様

化

商
業

者
の

役
割
j
の

変
化

情
報

情
報

消
費

者
ニ

ー
ズ

高
品

観
要

・
販

売
地

4
 

サ
ー

ピ
ス

経
済

化

SA
IK
I 



[
資
料

2
)

を
荒
五
議
室

C
7
J
税

義
脅
E2

と
ず
去
を
筈
リ

「
流
通

j
の

持
つ

イ
メ

ー
ジ

あ
る

い
は

思
い

浮
か

ぶ
言

葉
を

記
入

す
る

。

2
 
生

産
と

消
費

の
隔

た
り

-
人
的
隔
た
り

・
場

所
的

隔
た

り
.

・
時
間
的
隔
た
り
・

3
 
流

通
の

機
能

(
生

産
と

消
費

の
あ

い
だ

の
橋

渡
し

を
す

る
経

済
活

動
)

(
 1
 )
売

買
・

・
・

生
産

者
か

ら
商

品
を

仕
入

れ
、

こ
れ

を
消

費
者

な
ど

に
販

売
す

る
商

業
に

お
け

る

も
っ

と
も

基
本

的
な

活
動

で
あ

る
。

(
2
 )

輸
送

・
・

・
仕

入
れ

た
商

品
を

生
産

地
か

ら
消

費
地

に
運

ぶ
活

動
で

、
あ

る
。

宏
(

)
 

I
 

(
3
)

保
管

・
・

・
仕

入
れ

た
商

品
を

販
売

す
る

ま
で

、
倉

庫
な

ど
に

保
管

す
る

活
動

で
あ

る
。

(
4
)

金
融

・
・

・
商

品
を

仕
入

れ
た

り
、

商
屈

を
経

営
す

る
上

で
必

要
な

資
金

を
用

意
す

る
活

動
で

あ
る
。

(
5
 )

危
険

負
担

・
・

・
仕

入
れ

た
商

品
を

販
売

す
る

ま
で

の
あ

い
だ

に
生

ず
る

い
ろ

い
ろ

な
危

険
、

た
と

え
ば

、
保

管
中

の
商

品
が

火
災

に
あ

っ
て

生
ず

る
損

害
な

ど
を

負
担

す
る

活
動
で
あ
る
。

(
 6
 )
情

報
と

通
信

・
・

-
生

産
・

流
通

・
消

費
に

関
す

る
さ

ま
ざ

ま
な

情
報

を
収

集
し

、
利

用
す

る

活
動
で
あ
る
。

(
市

場
調

査
業

者
な

ど
)

4
 

ピ
デ

オ
視

聴

(
 1
 )
百

貨
f吉

・
ス

ー
パ

ー
・

専
門

l吉

(
 2
)

商
社

(
専

門
商

社
)

(
3
 )

道
路

運
送

業
(

旅
客

と
貨

物
)

5
 
流

通
経

路

SA
IK
I 



作
成

者
:

山
田

将
与

A
:

3
5

4
X

X
，

7
2

 ニニ
5

8
 ニニ，

6
 9

 ニ

B
:

3
5

4
X

7
2

=
，
5

8
=
，

6
9
ニ

3
5

4
が

自
動

的
に

定
数

に
な

る
。

除
算

H9
. 

1
1.
 
0
7
 

{
資
料

3
)
 

(
小
数
第

2
位

未
満

4
捨

5
入

)

と
な
る
。

9
5

6
7

3
8

=
 

7
2

9
7

3
8

二
2

6
9

4
+

3
8

=
 

わ
り

算
を

分
数

と
し

て
表

す
と

、
分

子
÷

分
母

あ
る

い
は

、
上

÷
下

よ
っ

て
9

5
6

7
3

8
は

9
5

6
 
と
表
す
。

3
 8

 

上
の

計
-

算
で

は
分

母
(
3
 8
)

を
定

数
と

し
て

国
定

す
る

こ
と

に
な

る
。

(
分

子
が

定
数

の
と

き
は

定
数

機
能

は
使

え
な

い
。

一
→

メ
モ

リ
ー

キ
ー

)

A
:

3
8

7
7
，
9

5
6

=
，
7

2
9

=
，

 6
9

4
=

 

B
 :

 9
5

6
十

3
8

=
，
7

2
9

=
，

6
9

4
=

3
8

+
=
，
9

6
5

=
，

7
2

9
=
，
6

9
4

=
 

5
，

パ
ー

セ
ン

ト
の

計
算

0
.
2
8
4
5
=
2
8
.
4
5
%
=
 2

害
:1
4
分

8
厘

5
毛

1
 5

 8
は

9
6

8
の

何
パ

ー
セ

ン
ト

か

1
5

8
 

F
.
 
1

5
8

+
9

6
8

=
0

.
 
1

6
3

2
・

9
6

8
 

1
5

8
7

9
6

8
%

 
1

6
.

3
2

・
・

・
%

1
 ，
 9
 8

 6
の

2
8

%
は

い
く

ら
か

1
，
9

8
6

X
O

.
2

8
ニ

5
5

6
.

0
8

1
，
9

8
6

X
2

8
%

 
5

5
6

.
0

8
 

「
再
笥
議
建
表
重
量
石
造
藍
」

準
苦

来
斗

一
電

卓
に

よ
る

計
算

一

1
 ，
各
キ
ー
の
名
称
、

①
置

数
キ

ー
0'
"'
-'
9
の

数
、

小
数

点
を

入
力

す
る

。

②
計

算
命

令
キ

ー
加

算
、

減
算

、
乗

算
、

除
算

を
行

う
。

③
メ

モ
リ

ー
プ

ラ
ス

キ
ー

レ
ジ

ス
タ

の
数

値
を

メ
モ

リ
ー

内
の

数
値

に
プ

ラ
ス

し
た

い
と

き
に

使
用

す
る

。

④
メ

モ
リ

ー
マ

イ
ナ

ス
キ

ー
メ

モ
リ

ー
内

の
数

値
か

ら
レ

ジ
ス

タ
の

数
値

を
マ

イ
ナ

ス
し

た
い

時
に

使
用

す
る

。

⑤
ル

ー
ト

キ
ー

表
示

数
値

の
平

方
根

を
求

め
る

と
き

に
使

用
す

る
。

⑤
パ

ー
セ

ン
ト

キ
ー

割
合

、
割

増
、

割
引

な
ど

の
パ

ー
セ

ン
ト

計
算

の
時

に
使

用
す

る
。

⑦
サ

イ
ン

チ
ェ

ン
ジ

キ
ー

表
示

し
て

い
る

数
値

を
、

正
か

ら
負

に
、

負
か

ら
正

に
か

え
る

。

③
メ

モ
リ

ー
リ

コ
ー

ル
キ

ー
メ

モ
リ

ー
に

記
憶

さ
れ

て
い

る
数

値
を

呼
び

出
す

と
き

に
使

用
す

る
。

@
メ

モ
リ

ー
ク

リ
ア

キ
ー

メ
モ

リ
ー

内
の

数
値

を
消

去
す

る
と

き
に

使
用

す
る

。

⑮
グ

ラ
ン

ド
ト

ー
タ

ル
キ

ー
GT

メ
モ

リ
ー

に
記

憶
し

て
い

る
グ

ラ
ン

ド
ト

ー
タ

ル
を

表
示

す
る

。

⑪
右

シ
フ

ト
キ

ー
表

示
し

て
い

る
数

値
を

1
け

た
右

に
移

し
、

右
端

の
数

を
消

す
。

⑫
オ
ー
ノ
レ
ク
リ
ア
キ
ー

(A
C
ま

た
は
on
/C
)

メ
モ

リ
ー

以
外

の
す

べ
て

が
ク

リ
ア

さ
れ

る
。

⑬
ク

リ
ア

キ
ー

(C
ま

た
は

CE
)

押
し

間
違

え
た

数
値

の
訂

正
に

使
用

す
る

。

⑬
小

数
点

ス
イ

ッ
チ

計
算

結
果

の
小

数
部

分
の

け
た

数
を

指
定

す
る

と
き

に
使

用
す

る
。

⑬
ラ

ウ
ン

ド
ス

イ
ッ

チ
計

算
結

果
の

端
数

を
ど

の
よ

う
に

処
理

す
る

か
を

指
定

す
る

と
き

に
使

用
す

る
。

F
は

小
数

点
以

下
を

表
示

で
き

る
限

り
求

め
る

。

CU
T 

(
↓

)
は

⑬
で

指
定

し
た

位
ま

で
を

切
り

捨
て

で
求

め
る

。

5
/
4
は

⑬
で

指
定

し
た

位
ま

で
を

4
捨

5
入

で
求

め
る

。
割

増 5
，

 8
0

0
の

1
4

%
増

し
は

い
く

ら
か

A
:

5
，

8
0

0
X

1
4

%
十

B
:

5
，

8
0

0
+

1
4

%
 

割
引 5

，
 8

0
0
σ
コ
1

4
%
引
き
は
;
し
、
く
ら
カ
ミ

A
:

 5
，
 8

0
0

X
1

4
%

ー

日
:
5
，

8
0

0
-

1
4

%

メ
モ

リ
ー

計
算

電
卓

の
中

に
メ

モ
リ

ー
と

い
う

箱
が

あ
る

と
考

え
る

。
最

初
、

箱
に

入
っ

て
い

る
数

値

は
0
で
あ
る
。

M
+

 
(
1
)

表
示

窓
の

数
値

や
、

(
 2
)

計
算

結
果

を
加

算
し

て
い

く
。

M
-

表
示

窓
の

数
値

や
、

計
算

結
果

を
マ

イ
ナ

ス
し

て
い

く
。

(
 1
)
 
2
 5
 M+
 

3
 8

 M
+
 

4
2
M
+
 

MR
 

M
C
 

(
 2
 )
①

1
2

3
十

8
9

0
=

②
6

7
8

-
4

5
6

ニ

①
~

②
の

合
計

1
 2

 3
 +
 8
 9

 0
 M+
 

6
 7

 8
 -

4
 5

 6
 M
+
 

MR
 

M
C
 

G
T

 (
グ
ラ
ン
ド
ト
ー
タ
ノ
レ
)
メ
モ
リ
ー

電
卓

の
中

に
G

T
メ

モ
リ

ー
と

い
う

箱
が

あ
る

と
考

え
る

。
最

初
、

箱
に

入
っ

て
い

る
数

置
は

0
で

あ
る

o

z
を

押
す

ご
と

に
計

算
結

果
が

自
動

的
に

G
T
メ

モ
リ

ー
に

加
算

し
て

い
く

。

4
8

5
十

8
7

3
=

操
作

G
T
メ

モ
リ

ー
を

ク
リ

ア
す

る

7
2

1
十

3
2

5
ご

A
 :

 AC
キ

ー

4
7

4
十

6
1

0
ニ

B
:

 GT
，
 GT
 

9
3

 7
十

7
4

6
=

式
の

通
り

計
算

し
最

後
に
GT

を
押

す

合
計

5
，
 1

 7
 1

 

円。 7
，
 

2
，

タ
ッ

チ
メ

ソ
ッ

ド

電
車

を
操

作
す

る
と

き
、

あ
ら

か
じ

め
指

の
分

担
を

決
め

て
お

き
、

そ
の

分
担

に
し

た
が

っ
て

、
問

題
だ

け
を

見
な

が
ら

指
を

動
か

す
よ

う
に

す
る

と
よ

い
。

こ
の

方
法

を
タ

ッ
チ

メ
ソ

ッ
ド

と
い

う
。

ま
た

、
大

切
な

こ
と

の
一

つ
に

f正
し

い
姿

勢
J

が
あ

る
。

こ
れ

は
f疲

れ
な

し
リ

姿
勢

で
も

あ
る

。

ホ
ー

ム
キ

ー

キ
ー

は
絶

対
に

見
な

い

指
を

立
て

て
リ

ズ
ミ

カ
ノ

レ
に

入
力

す
る

毎
日

3
0
分

以
上

練
習

す
る

3
，

端
数

処
理

小
数

点
ス

イ
ッ

チ
、

ラ
ウ

シ
ド

ス
イ

ッ
チ

を
切

り
換

え
る

。

3
+

7
=

 
F
 

(
 

CU
T
，
 2
 

(
 

5
/
4
，
 2
 

(
 

通
常

は
F

(フ
ロー
テイ
ンク

e
ト
ト
フ
で
よ
い
。

③
1

2
3

十
8

9
0

=

④
6

7
8

-
4

5
6

 

③
一

④

1
 2

 3
 +
 8
 9

 0
 M
+
 

6
 7

 8
 -

4
 5

 6
 M
-

MR
 

M
C
 

2
8

4
を

定
数

と
し

て
閤

定
す

る
1

 5
 6

十
2

8
4

=

7
3

4
+

2
8

4
=

 

5
0

9
十

2
8

4
=

A
 :

 2
8

4
十
十
，

1
5

6
=
，

7
3

4
=
，

5
0

9
=

定
数

(
2

8
 4
)

を
入

力
し

て
十

+
と

2
回

押
す

(
K
)

B
:

1
5

6
+

2
8

4
 ニ，

7
3

4
 ここ，

5
 0

 9
 =
 

十
の

次
に

置
い

た
数

値
が

定
数

に
な

る
。

4
，

定
数

計
算

加
算

減
算

1
5

3
 

9
4

=
 

2
6

7
 

9
4

=
 

3
8

4
-

9
4

ニ

A
 :

 9
4
一
一
，

1
5

3
=
，

2
6

7
=
，

3
8

4
=

B
:

 1
5

3
-

9
4
ニ，

2
6

7
=
，

3
8

4
=

乗
算

3
5

4
X

7
2

=
 

3
5

4
X

5
8

=
 

3
5

4
X

6
9

コ



〔
資
料

4
】

γ
R智

会
学
金
遺
書
屋
高
楚
」

主
義
若
群
f

9
7
1
1
1
8
 

-
経

営
活

動
に

関
す

る
取

引
の

記
帳

一

1
 
簿

記
の

意
味

金
銭

の
収

入
や

支
出

の
記

録
、

商
品

の
売

買
な

ど
に

よ
る

物
品

の
増

減
や

代
金

の
受

け
払

い
、

あ

る
い

は
銀

行
と

の
間

の
金

銭
の

貸
し

積
り

の
変

化
な

ど
、

様
々

な
経

営
活

動
の

内
容

を
一

定
の

約
束

に
し

た
が

っ
て

記
録

・
計

算
・

整
理

・
す

る
た

め
に

作
り

出
さ

れ
た

方
法

で
あ

る
。

帳
字
旗
手
雲
己
入

2
 
簿

記
の

目
的

簿
記

の
目

的
は

、
企

業
の

経
営

活
動

の
内

容
を

記
録

・
計

算
し

、
一

定
期

間
を

区
切

っ
て

、
そ

れ

を
整

理
す

る
こ

と
に

よ
り

、

①
 

一
定

時
点

(
決

算
日

)
に

お
け

る
貝

オ
E
女
二
i犬

寛
主
主
を
明
ら
か
に
す
る
。

②
 

一
定

期
間

(
会

計
期

間
〉

に
お

け
る

来
釜

宮
雪

民
党

来
寅

を
明

ら
か

に
す

る
。

企
業

は
、

財
政

状
態

と
経

営
成

績
を

明
ら

か
に

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
経

営
内

容
を

外
部

の
関

係

者
に

知
ら

せ
た

り
、

こ
れ

ま
で

の
経

営
活

動
の

内
容

を
分

析
し

て
、

そ
の

結
果

を
今

後
の

経
営

に
役

立
て

る
こ

と
が

で
き

る
。

3
 
資

産 企
業

は
、

経
営

活
動

を
行

う
た

め
に

、
現

金
・

商
品

・
建

物
・

備
品

な
ど

の
金

銭
や

物
品

を
所

有

し
て

い
る

。
ま

た
、

企
業

が
金

銭
の

受
け

取
り

を
請

求
で

き
る

権
利

の
こ

と
を
f
露

キ
鐘

と
い

い
、

経
営

活
動

に
よ

っ
て

、
売

掛
金

や
貸

付
金

な
ど

の
債

権
が

生
じ

る
。

企
業

が
所

有
す

る
金

銭
や

物
品

お
よ

び
債

権
を

総
称

し
て

、
主

義
E
涯
霊
と
い
う
。

・
現

金
:

紙
幣

や
硬

貨

-
売

掛
金

:
商

品
を

掛
け

で
販

売
し

、
代

金
を

後
日

受
け

取
る

こ
と

に
よ

っ
て

生
じ

た
債

権
0

.
貸

付
金

.
'

他
人

に
金

銭
を

貸
し

付
け

た
こ

と
に

よ
っ

て
生

じ
た

債
権

-
商

品
:

販
売

す
る

目
的

で
所

有
し

て
い

る
物

品

-
備

品
:

営
業

の
た

め
に

、
長

期
間

に
わ

た
っ

て
使

用
し

て
い

る
机

・
い

す
・

金
庫

・
簡

品
陳

列
ケ

ー
ス

・
事

務
用

機
器

な
ど

-
建

物
:

企
業

が
所

有
し

て
い

る
庖

舗
・

倉
庫

・
事

務
所

な
ど

-
土

地
:

企
業

が
所

有
し

て
い

る
庖

舗
・

倉
庫

・
事

務
所

な
ど

の
敷

地

4
 
負

債 企
業

が
、

金
銭

の
支

払
い

を
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

義
務

の
こ

と
を
f
費

者
努

と
い

い
、

経
営

活

動
に

よ
っ

て
、

貿
掛

金
や

借
入

金
な

ど
の

債
務

が
生

じ
る

。

企
業

が
負

っ
て

い
る

債
務

を
総

称
し

て
、

主
主
f
黄

と
い

う
。

-
買

掛
金

:
商

品
を

掛
け

で
仕

入
れ

た
と

き
、

代
金

を
後

日
支

払
う

こ
と

に
よ

っ
て

生
じ

た
債

務

.
借

入
金

:
他

人
か

ら
金

銭
を

借
り

入
れ

た
こ

と
に

よ
っ

て
生

じ
た

債
務

SA
IK
I 

5
 
資

本 負
債

は
、

そ
の

返
済

に
あ

た
っ

て
、

現
金

な
ど

の
資

産
で

支
払

う
と

、
資

産
を

減
少

さ
せ

る
こ

と

に
な

る
。

そ
こ

で
、

資
産

の
総

額
か

ら
負

債
に

総
額

を
差

し
引

く
と

、
負

債
を

全
額

返
済

し
た

と
き

、

企
業

に
残

る
資

産
の

金
額

が
得

ら
れ

る
。

こ
の

金
額

を
悲

屯
主

義
ξ
磨

笠
と

い
う

。
簿

記
で

は
、

純
資

産
額

を
宝

蟹
ヨ

ド
と

い
う

。

-
資
本
金

6
 
収

益 経
営

活
動

に
よ

っ
て

、
資

本
が

増
加

す
る

原
因

と
な

る
こ

と
が

ら
を

時
又

主
主

と
い

う
0

・
売

上
:

高
品

の
売

り
渡

し
値

段

-
商

品
売

上
益

:
商

品
を

仕
入

値
よ

り
高

く
売

り
渡

し
た

と
き

の
利

益

-
受

取
手

数
料

:
商

品
の

売
買

の
仲

介
手

数
料

な
ど

を
し

て
受

け
取

る
手

数
料

.
受

取
利

息
:

預
金

や
貸

付
金

な
ど

の
利

息

7
 
費

用 経
営

活
動

に
よ

っ
て

、
資

本
が

減
少

す
る

原
因

と
な

る
こ

と
が

ら
を

護
費

戸
時

と
い

う
。

・
仕

入
:

商
品

の
仕

入
値

+
仕

入
諸

掛
(

引
取

運
賃

+
運

送
保

険
料

)

-
給

料
:

従
業

員
に

支
払

う
給

料

-
広

告
料

:
新

聞
広

告
な

ど
の

料
金

-
水

道
光

熱
費

:
水

道
料

・
電

気
料

・
ガ

ス
料

な
ど

・
通

信
費

:
電

話
料

・
郵

便
切

手
代

な
ど

-
支

払
家

賃
:

J吉
舗

な
ど

を
借

り
て

い
る

場
合

の
家

賃

-
交

通
費

:
電

車
賃

・
パ

ス
料

金
・

タ
ク

シ
ー

料
金

な
ど

.
借

入
金

の
利

息
な

ど

8
 
会

計
処

理

匠
ご
E

|
分
類
示
記
録

J
集
計
i

恒
三
E

手
作

業
伝

票
→

元
帳

・
補

助
簿

→
各

元
帳

→
試

算
表

→
B/
S

P/
L 

(
転
記
)

(
集
計
)

(
作
成
)

(
作
成
)

パ
ソ

コ
ン

伝
票

→
自

動
→

印
刷

課
題

:
下

記
の

取
引

を
入

力
し

て
み

よ
う

。

1
 

1
 0
月

2
日

消
耗
品
事

2
5
.
0
0
0
を

文
房

具
活

か
ら

現
金

で
購

入
し

た
。

2
 

1
 0
月

3
日

郵
便

局
か

ら
郵

便
切

手
(

@
羽

0
・
10
枚

)
、

現
金

で
購

入
し

た
。
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)
 

売
買

取
弓

[
実

習

千
行

為
易

(
;
7
J
法

ち
ら

ま
し

コ
日
ト
'
番
号

買
芝
方
当
ご
子
行
実
易 会

社
名

l
 

市
場

組
織

坂
戸

市
場

、
東

京
市

場
、

筑
波

市
場

の
3

つ
を

設
け

、
下

記
の

人
員

で
模

擬
会

社
を

構
成

す
る

。

(
 1
 )
商

人
部

BI
I 

B
I
2
 

B
I
3
 

B
I
4
 

B
I
5
 

B2
1 

B
2
2
 

B
2
3
 

B
2
4
 

B
2
5
 

商
事

会
社

i
 経

理
係

(
兼

社
長

)

2
~
3
名

i
仕

入
係

i
 販

売
係

※
2

名
の

場
合

は
、

経
理

係
が

仕
入

係
を

兼
ね

る
。

5
社

(
 2
 )
機

関
部 銀

行

運
送

物
産

会
社

小
売

商

担
当

教
官

坂
戸

市
場

:
西

木

東
京

市
場

:
尼

崎

筑
波

市
場

:
山

田

文
京

商
事

株
式

会
社

荒
川

商
事

株
式

会
社

足
立

商
事

株
式

会
社

台
東

商
事

株
式

会
社

練
馬

商
事

株
式

会
社

東
京

物
産

株
式

会
社

SA
IK
I 

寸“
A U  

111
 

所

10
0 

東
京

都
千

代
田

監
大

手
町

1
1

 
33
 

10
0 

東
京

都
千

代
田

区
大

手
町

1
-

2
 
22
 

10
0 

東
京

都
千

代
田

区
大

手
町

1
-

3
 
24
 

10
0 

東
京

都
千

代
田

区
大

手
町

1
-

4
 
30
 

10
0 

東
京

都
千

代
田

区
大

手
町

1
5

 
34
 

10
0 

東
京

都
千

代
田

区
大

手
町

2
-

1
 
20
 

多
摩

商
高

(
小

売
商

)
10
0 

東
京

都
千

代
田

区
大

手
町

2
2
 
20
 

(
株

)
関

東
銀

行
大

手
町

支
庖

10
0 

東
京

都
千

代
田

区
大

手
町

2
3
 
20
 

千
代

田
運

送
(

株
)

大
手

町
営

業
所

10
0

東
京

都
千

代
田

区
大

手
町

2
-

4
 

20
 

芝
浦

電
気

(
株

)
10
0 

東
京

都
千

代
田

区
大

手
町

2
-

5
 
20
 

東
京

市
場

F
A

X
番

号
1

5
 

<.
D 

』
斗

コ
ー
ト
ー
番
号

ま
託

説
支

干
行

実
易 会

社
名

2
 

会
社

住
所

録

均
支
J
=
三
子
干
す
王
実
易

コ
ー
ト
ー
番
号

会
社

名
寸吟

位三
所

111
 

Al
l 

住
吉

高
事

株
式

会
社

3
5
0
-
0
2
 

埼
玉

県
坂

戸
市

本
町

1
-

1
 

31
 

A1
2 

若
宮

商
事

株
式

会
社

3
5
0
-
0
2
 

埼
玉

県
坂

戸
市

本
町

l
2
 

51
 

A1
3 

人
間

商
事

株
式

会
社

3
5
0
-
0
2
 

埼
玉

県
坂

戸
市

本
町

l
3
 

21
 

A1
4 

飯
能

商
事

株
式

会
社

3
5
0
-
0
2
 

埼
玉

県
坂

戸
市

本
町

1
-

4
 

41
 

A1
5 

城
山

商
事

株
式

会
社

3
5
0
-
0
2
 

埼
玉

県
坂

戸
市

本
町

1
-

5
 

32
 

A2
1 

坂
戸

物
産

株
式

会
社

3
5
0
-
0
2
 

埼
玉

県
坂

戸
市

本
町

2
-

1
 

11
 

A2
2 

~5
 

葉
商

応
(

小
売

商
)

3
5
0
-
0
2
 

埼
玉

県
坂

戸
市

本
町

2
-

2
11
 

A2
3 

(
株

)
関

東
銀

行
坂

戸
支

j古
3
5
0
-
0
2
 

埼
玉

県
坂

戸
市

本
町

2
-

3
 

11
 

A2
4 

千
代

田
運

送
(

株
)

坂
戸

営
業

所
3
5
0
-
0
2
 

埼
玉

県
坂

戸
市

本
Ill
J
2
 

4
 

11
 

A2
5 

日
高

電
気

(
株

)
3
5
0
-
0
2
 

埼
玉

県
坂

戸
市

本
町

2
5
 

11
 

坂
戸

市
場

F
A

X
番

号
1
 8
 

C
 

11
 

C
1
2
 

C
1
3
 

C
1
4
 

C
1
5
 

C2
1 

C2
2 

C
2
3
 

C
2
4
 

C
2
5
 

水
戸

商
事

株
式

会
社

土
浦

商
事

株
式

会
社

石
岡

商
事

株
式

会
社

古
河

商
事

株
式

会
社

結
城

商
事

株
式

会
社

筑
波

物
産

株
式

会
社

鹿
嶋

商
j古

(
小

売
商

)

寸“
3 a J  

、 寸 ゴ
d a - - -

111
 

所

3
0
5
 

茨
城

県
つ

く
ば

市
吾

妻
1

1
 

52
 

3
0
5
 

茨
城

県
つ

く
ば

市
吾

妻
1

2
 

42
 

3
0
5
 

茨
城

県
つ

く
ば

市
吾

妻
1
-

3
 

43
 

3
0
5
 

茨
城

県
つ

く
ば

市
吾

妻
1

4
 

50
 

3
0
5
 

茨
城

県
つ

く
ば

市
吾

妻
1
-

5
 

54
 

3
0
5
 

茨
城

県
つ

く
ば

市
吾

妻
2

1
 

40
 

3
0
5
 

茨
城

県
つ

く
ば

市
吾

妻
2

2
 

40
 

(
株

)
関

東
銀

行
つ

く
ば

支
庖

3
0
5
 

千
代

田
運

送
(

株
)

つ
く

ば
営

業
所

3
0
5

茨
城

電
気

(
株

)
3
0
5
 

茨
城

県
つ

く
ば

市
吾

妻
2

3
 

茨
城

県
つ

く
ば

市
吾

妻
2

4
 

茨
城

県
つ

く
ば

市
吾

妻
2

-
5

n u n v n u  

d 斗 ‘ A 斗 A d 斗 ‘

3
 

業
務

分
担

経
理

係
:

会
社

の
代

表
者

で
資

金
計

師
、

会
計

業
務

等

仕
入

係
:

同
市

場
の

物
産

、
メ

ー
カ

一
、

他
市

場
の

商
事

会
社

と
の

仕
入

業
務

販
売

係
:

同
市

場
の

物
産

、
小

売
商

、
他

市
場

の
商

事
会

社
と

の
販

売
業

務

筑
波

市
場

F
A

X
番

号
1

6
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R
n

も
ま

荒
云

唾
来
35

産
各

|
東

京
物

産
(

株
)

I
 

普
通
紙
複
写
機

森 一
一産一

リ パ 一 物 一

コ 一 波 一

、 一 筑 一

鹿 嶋 商 庖

ミ
ニ
コ
ン
ホ
。

う
M
D
7
。
レ
ヤ
ー

筑 波 市 場

普
通

紙
複

写
機

普
通
紙
複
写
接

持
D
フ

レ
ヤ
ー

茨 城 電 気

(
株

)

芝 浦 電 気

(
株

)

株

ン
ポ

コ

ぐ
東 京 市 場

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ

普
通
紙
複
写
機

多 摩 商 府
ぐ

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ

電
子
し
ン
シ
や

電
子
レ
ン
シ
や

J ン

ン

カ
メ
ラ
ザ
体
型

V
T
R

若
葉

商
脂

(
IJI
売
れ

レ
ン

ジ
子

電

板
戸

物
産

(
株

)
I
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平
成

9
年

度
f
商

業
基

礎
J

選
択

者

'
-
D
 

'
-
D
 

N
o
 

組
番号

氏
名

1
 

2
 

3
 

4
 

5
 

6
 

7
 

8
 

9
 

10
 

11
 

12
 

13
 

14
 

15
 

16
 

17
 

ト一
一一
一一
一

18
 

19
 

2
0
 

21
 

2
2
 

2
3
 

2
4
 

2
5
 

2
6
 

2
7
 

2
8
 

2
9
 

3
0
 

31
 

3
2
 

3
3
 

出
入

口

叶で
f

E雪
己

言
霊

実
易

E
芸ゴ

東 京 市 場

l
l
E
 

i
1

2
 

2
6
 

己
一 以

2
 

4
 

11
 

2
7
 

2
2
 

2
 J
 

台
東

商
事

7
 

2
8
 入
間

商
事

J
 8
 

31
 

住
吉

商
事

西
木

教
官

水
戸

商
事

若
宮

商
事

筑 波 市 場
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A
 

A
 

A
 

A
 

A
 

A
 

A
 

A
 

A
 

B
 

日 B
 

B
 

B
 

日 C
 

C
 

C
 

C
 

C
 

C
 

D
 

D
 

D
 。 D
 

D
 

D
 

D
 

D
 

D
 

D
 

D
 

注
意

事
項

「
商
業
基
礎

j
当

番
表

10
/2
1 
10
/2
4 
10
/2
8 
10
/3
1 

1
1/
7
 11
/1
1 
1
1/

18
 1
1/
21
 1
1/
21
 1
1/
25
 1
1
/
2
8
 
12
/2
 
12
/5
 
1/

13
 
1/

16
 
1/
20
 
1/
23
 

火
金

火
金

金
火

火
金

金
火

金
火

J←百f
、ム'
-

火
金

火
金

。
。

。
。

。
。

。
。

。
。

。
。

。
。

。
。

。
。

。
。

。
。

。
。

。
。

。
。

。
。

。
。

。
。

。
。

。
。

。
。

。
。

。
。

。
。

。
。

。
。

。
。

。
。

。
。

。
。

。
。

。
。
。
。
。
。
。
。

l
当

番
は

、
ク

ラ
ス

の
代

表
と

し
て

責
任

を
持

っ
て

授
業

の
準

備
、

連
絡

調
整

、
教

宮
の

補
助

を
行

う
こ

と
。

2
火

曜
日

の
当

番
は

、
前

週
の

金
曜

日
の

放
課

後
に

商
業

科
教

官
室

に
来

る
こ

と
。

3
金

曜
日

の
当

番
は

、
同

じ
週

の
火

曜
日

の
放

課
後

に
商

業
科

教
官

室
に

来
る

こ
と

。

4
当

番
を

変
更

す
る

者
は

、
必

ず
科

目
担

当
教

宮
に

申
し

出
る

こ
と

。
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百 一 小
事

故
伝

票
規

定

[
資
料

7
]

 

月
日

理
由

・
検

印
月
日

理
由

・
検

印
月
日

理
由

・
検

印
月
日

理
由

・
検

印

/
 

/
 

/
 

月
日

理
由

・
検

印
月
日

理
由

・
検

印
月
日

理
由

・
検

印
月
町

理
由

・
検

印

/
 

/
 

/
 

/
 

月
日

理
由

・
検

印
月
日

理
由

・
検

印
月
日

理
由

・
検

印
月
日

理
由

・
検

印

/
 

/
 

/
 

/
 

ム
-
司
ー
ー
ー

※
事

故
伝

票
は

次
の

場
合

に
よ

り
与

え
、

個
数

は
そ

の
と

き
の

状
況

に
よ

る
。

1
 .
就

業
規

定
違

反

ア
服

装
・

頭
髪

(
本

校
の

規
定

)
に

違
反

。

イ
遅

刻
を

す
る

。

ウ
無
断
欠
勤
。

エ
営

業
日

誌
の

未
記

入
(

感
想

、
の

書
き

忘
れ

、
検

印
忘

れ
を

含
む

)
。

オ
印

鑑
(

認
印

・
訂

正
印

〉
忘

れ
。

カ
落

書
き

を
し

た
と

き
。

(
机

、
椅

子
、

営
業

日
誌

、
ス

ク
ラ

ッ
プ

ブ
ッ

ク
等

の
公

簿
な

ど
)

キ
欠

勤
し

た
週

の
営

業
日

誌
の

未
記

入
。

(
赤

で
記

入
が

さ
れ

て
い

な
い

場
合

等
)

ク
不

要
な

と
き

の
機

器
類

(
パ

ソ
コ

ン
、

チ
ェ

ッ
ク

ラ
イ

タ
一

、
電

話
ー

な
ど

)
の

使
用

。

ケ
マ

ン
ガ

本
・

飲
食

物
等

授
業

に
必

要
の

な
い

物
の

持
ち

込
み

。

コ
当

番
を

行
わ

な
か

っ
た

場
合

。

(
日

数
に

よ
る

)

2.
 

自
己

管
理

が
で

き
な

い
と

き

ア
提

出
物

の
後

片
づ

け
が

で
き

な
い

場
合

の
保

管
料

。

イ
椅

子
の

出
し

っ
ぱ

な
し

。

ウ
タ

イ
ム

カ
ー

ド
の

代
替

印
。

エ
証

拠
書

類
等

の
紛

失
。

月
日

理
由

・
検

印
月
日

理
由

・
検

印
月
日

理
由

・
検

印
月
日

理
由

・
検

印

/
 

/
 

/
 

/
 

月
日

理
由

・
検

印
月
日

理
由

・
検

印
月
日

理
由

・
検

印
月
日

iお
・

検
印

/
 

/
 

/
 

/
 

ート
一一
一一
一一
一一

月
日

理
由

・
検

印
月
日

理
由

・
検

印
月
日

理
1
'13

・
検
印

月
日

理
由

・
検

印

一
一

一

/
 

/
 

/
 

/
 

届
勤

欠

そ
の

他

教
師

の
掲

示
に

従
わ

な
い

と
き

。

事
故

伝
票

の
数

は
評

価
に

加
味

し
、

数
が

多
い

場
合

は
単

位
を

修
得

で
き

な
い

場
合

も
あ

る
。

3
 

※
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